













Abstract:　Wrestling of ａ teaching staff with junior college education and with
planning of the new faculty at its early stage is reviewed and discussed. Descriptions
are tried to be as objective as possible that most of them referred to some research
reports and to the datum recorded in it. The research area of the writer is Applied
Behavioral Science and it studies ａ process how any modifications in the real world
happen, so to say practical research. This paper provides ａ case study without wide
historical records of the fact. Necessary condition for ideal education of university
consists of three aspects of environments. They are physical, social system, and
personal environments. Positive attitude of teaching and office workers should be
activated by adequate estimation and reward for their performance. Another




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































● ● ● ● ● ●
　我々教職員と学生にとって、椙山女学園大学は人生のある時期を過ごす一場面である。多くの教職
員にとっては人生の大半を占めるといってもよい。また多感な青年期にあたる学生にとっては、社会
への門出に至る意味深いステージであり、また後に振り返れば、輝かしい人生のエポックにもなり得
る。だから私はこの職場を教職員と学生すべてにとって、少しでも快適な人と人との関わりの場で
あって欲しいと願っている。この対人的関係性は、生活の快適感を決定するもっとも重要なファク
ターであり、その中核にあるのが｢信頼｣だと考えている。一方で、人は競いあうものでもある。動
物的な生存本能に関わる攻撃動因も抱えている。一人一人の考え方も要求も異なるのであって、これ
を調整して信頼を築き、維持していく現実のプロセスには困難な課題が山積している。そうではある
が、一つ一つ努力して少しでも快適感の比率を高めようとすることが大切であると考える。このレ
ポートも、そうした理想を実現するためのささやかな試みの一つである。この後も、椙山女学園大学
が少しでも多くの場面と時間で、少しでも多くの学生と教職員が｢イイ時を過ごした｣と思えるよう
になることを祈念してやまない。
このように、一人一人の学生を大切にし、教職
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員と学生が人間対人間として接してゆくことの重
文化と情報，創刊号, 1999年
要性を指摘している。これを具体化する一つの施
策になると思われるが、メンタルヘルス調査（谷
口、1995）では、学生相談室の意義について、本
学の建学の理念に触れながら次のように述べてい
る。
建学の理念と学生相談室
　最後に、椙山女学園大学における学生相談室の充実は、「大学冬の時代」を生き残るための目先の
対策としての学生サービスとは異なることに注意しなければならない。とりわけ本学では、建学の理
念である「人間になろう」を具現するものの一つとして、学生相談室は適切な素材となる。本学に集
う学生は、他大学の学生と同様に青年期に特有の多様な困難を抱えている。そうした学生を非人格的
に扱うのでなく、大学が彼女らに一人一人の人間として対応する姿勢をもつことは、価値観が多様化
して日々の生活でたいせつにすべきものが見えにくい中でも、最低限の人と人との信頼を尊ぶこと
につながる。自分ばかりでなく他者と喜びを分かち、他者と自らが共に快適に過ごすことは日常の幸
福感の礎となろう。それを具現化する場として、学生相談室はとりわけ貴重な機会の一つであると考
える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　桐山雅子・谷口俊治）
　さらに、学生相談室の役割を拡大した総合的な
インフォメーションサービスの導入も考えられ
る。現在でも指導教員制度があるが、教員の不在
は少なくないし、学生と教員との間に利害関係か
おる場合には不適当である。学生に対する有効な
援助体制は、学生が複数の選択肢から選べるもの
であることが望ましい。総合インフォメーション
サービスはその一つになり得る。多様な要求、目
標を達成しようとする学生に対して必要な情報を
提供したり、ガイダンスを行うことができる。キャ
ンパスライフを円滑かつ充実したものにするため
に、ケースワーカー的な役割を担う部署が求めら
れる。教職員と学生とのコーディネーターの役割
を担う部署があれば、一層コミュニケーションが
促進されるであろう。学生が自らの困難の解決を
援助してくれる人がいると思えることは何より大
切である。なぜなら、それが人間関係における信
頼の基本であり、社会生活をポジティブにする出
発点だからである。
（3）教職員の職務姿勢
　現在、もっとも筆者が腐心しているのは、新学
部での教員の職務への参加意識についてである。
短期大学部でもこの点は個人差が大きく、日常の
教育、行政に携わる中でそれらの展開や成否を左
右する重要な要因となっていると感じていた。多
くの教員は義務を果たしていたが、それは最小限
のものであり、積極性や創造性が十分であったと
は考えられない。その上うな姿勢は平穏な情勢下
では特に問題なく、むしろ安定して組織運営が行
われるものである。しかし、この数年短期大学部
が直面してきたような変革を要する状況下では十
分とは言えない。機に応じた迅速な行動が求めら
れる時に、集団構成員の多くが傍観者的、評論家
的な立場にいては、その組織に斬新な変化は生じ
ない。
　元来、少なくとも大学の教員は、その行動につ
いて良識に任せることができる人々であったはず
だと理解している。その象徴として、少ながらぬ
権限を付与された教授会があった。短期大学部に
はその上うな伝統があったと考えている。しかし、
その認識を持つ構成員がどれだけいたであろう
か。筆者はこの数年の短期大学部の激動期に、民
主主義という名の下に、多勢に無勢で無気力に流
れていく教授会を目の当たりにして、自治権とい
う言葉が空虚な過去の遺物になってしまったこと
を感じた。自らの短大の行く末を議論しようとす
る姿勢が見られず、いよいよ差し迫った時期にお
いてさえ、共同研究室は閑散としていたように記
憶している。
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　これと同じことが新学部でも起きないだろう
か。幸いにも有能なリーダーが現れて、それを援
護する有能なメンバーからなる小集団が構成され
たために、新学部が実現しようとしている。ほと
んどすべてのお膳立てができあがりつつある。し
かし、カリキュラムにしても制度にしてもそれを
現場で遂行するのは一人一人の教職員である。彼
らが、がっての短期大学部と同じように最小の参
加意識で取り組むとすれば、現実の運用段階で生
ずる数々の問題に対して、積極的、創造的に対処
していくことができるであろうか。華々しくデ
ビューする新学部には、多くの期待を胸に有能な
学生が集うであろう。しかし彼らは、新学部のス
タッフが教育、行政に対してどのように取り組ん
でいるかを敏感に感じるはずである。もしも情熱
のない姿勢を感じ取れば、いかに立派に構成され
たカリキュラムや制度であっても、新学部は十分
な魅力を発揮できないであろう。そしてそれは急
速に次の志願者に伝わるのである。
　では、スタッフの参加意識を高める方策は何で
あろう。それはなによりも評価と報酬であると考
える。雇用者が被雇用者に対して明確に職務内容
を提示し、それぞれの勤務実績を評価して具体的
にフィードバックするのである。今や、多くの教
職員の勤務姿勢は、過去の大学人の理想にあるよ
うな本人の良識に任せられるものとは異なる。社
会的責務は契約によって生ずるのである。相応の
報酬無くして献身的に職務に邁進する者は希であ
る。教職員に対して雇用者の求める職務を明示し、
適正な評価と相応の報酬があれば、多くがより積
極的に職務に取り組むようになると考える。そし
て、それに加えて理想的な大学人としての価値観
について、もしも学生と教職員とが世界を共有す
ることの意義について肯定的な認識が成立するな
ら、理想に近い大学を実現する強力な条件になる
と考える。
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８。まとめ
谷口俊治／大学教育の理想像に関する考察
　本論は、一教員の視点で、短大及び新学部構想
に至る改革への取り組みを振り返り、それらを基
にして理想的な大学像について考察した。全体に
机上の空論にならないよう、実際の行動、事実に
基づくようにしか。したがって、報告書の記述や
そこで収録されたデータに言及しつつ論を展開し
た。筆者の研究領域は応用行動科学であり、主に
心理学の研究知見に基づいて、それを駆使して現
実世界に何らかの変化を実現するプロセスが研究
課題である。いわゆる実践研究である。本来なら
ば、より広い視点からの事実の記述とその分析が
求められるが、量的制限から一教員の取り組みと
いう事例研究に止めた。これまでの経験と学生に
対する調査データに基づき、理想的な大学を実現
する条件として、物理、社会制度、人間の３つの
環境を挙げた。また、教職員の職務姿勢について、
その積極性を喚起するには評価と報酬が効果的で
あるとした。これに加えて、学生と教職員の関係
性に関して肯定的な認識をもつことは、理想的な
大学の実現に重要な条件になると考えた。小論を
締めくくるに当たって、やはり念頭にあるのは、
平成12年度から予定通りに新学部が開設され、椙
山女学園大学が理想像により近づくための施策の
模索である。
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